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 要 旨   
 アルコールの記憶への有害な影響はよく知られている。急性アルコール摂取による記憶

障害は海馬の NMDA 受容体依存性長期増強の阻害によると考えられる。筆者らは、NR2B
サブユニットの Tyr1472リン酸化の減少が NMDA 受容体機能と長期増強のエタノールによ

る阻害に関与すること、蛋白質チロシン脱リン酸化酵素阻害剤が NMDA 受容体活性のエタ

ノール阻害を弱めることを明らかにしている。これはエタノールの阻害効果へのチロシン

脱リン酸化酵素の関与を示唆している。本研究によって、線条体の蛋白質チロシン脱リン

酸化酵素の欠損が NMDA 受容体機能、リン酸化、長期増強、恐怖条件付け、エタノール阻

害感受性低下に影響することが示された。また、活性型のチロシン脱リン酸化酵素を細胞

に導入するとエタノール阻害が回復した。以上から、蛋白質チロシン脱リン酸化酵素は

NR2B 受容体のチロシン部位の脱リン酸化を介し、NMDA 受容体機能のエタノール阻害に

寄与すると示唆された。蛋白質チロシン脱リン酸化酵素はアルコールの記憶への有害な影

響にも関与すると予想される。 
 
 
 
 
 
 
 

 




